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【9 月支部例会報告】  

■能登支部  

9/26（火） 下出 美香 会員 （株）KI・RA・RI 代表取締役 会場：能登食祭市場 

「支部オリエンテーション」 経営課題や悩みは同友会仲間に相談 

同友会に入会歴が浅い会員を主対象として、「自

社の経営課題と同友会の活用方法」をテーマに支部

オリエンテーションを実施しました。 

下出会員は、これまで自社の経営局面ごとに楽し

く同友会の様々な委員会や支部活動へ参加しなが

ら、経営理念やビジョンを策定し自社の経営課題を

解決していることや、県内外ネットワークを活用し

てトラック清掃事業を立ち上げたことなどについ

て報告しました。 

経営課題に悩みがあれば、気軽に委員会や支部の仲間に相談し、同友会を上手に活用していくように

とのアドバイスがありました。 

グループ討論では、経営者自身の成長や自社の発展のため経営指針講座受講や社員共育委員会へ参加

する意思表明がなされ、能登支部内の活動だけでなく各委員会、他支部例会、全国大会へ積極的に参加

することで多くの学びを得る大切さなどについて深く議論が交わされました。 

（寄稿：笹本 和茂 能登支部会員） 

 

■白山・野々市支部   

9/28（木）地域づくり例会   会場：ののいちカレード 

白山・野々市地区商工会青年部と意見交換 

白山・野々市地域で事業している商工会青年部の部

長をパネラーとして招き、団体の地域活動についてパ

ネルディスカッションを行いました。商工会青年部は、

お祭りやイベント、福祉活動、地域資源を使ったグル

メの提供などをしており、課題としては人口減少、会

員減少が進み、危機感を感じているとのことでした。 

グループ討論では、近い地域メンバーで各社がどん

な未来を描いているかを中心に話をすることで、ビジ

ョンづくりや地域の未来に繋がる討論となりました。（寄稿：舘 喜洋 広報委員） 
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【10 月委員会活動報告】 

■共同求人委員会 2023 新入社員フォローアップ研修 

10/5（木）講師：村木 睦 氏 ㈱emu 代表取締役  会場：野々市交遊舎 

４月の新入社員研修の内容を振り返り不安解消へ 

新入社員を対象とした研修として今年 2 回

目となるフォローアップ研修を行いました。

学生と社会人の立場の違いを振り返り、正し

い言葉遣いや挨拶、接遇を復習しました。ま

た、４月の新入社員研修でも行ったエニアグ

ラム(個人の性格を 9つのタイプ別に診断する

ツール)診断を行い、４月との違いも意識しつ

つ、自分とは異なる考え方や感じ方をする人

がいることや各々に不得意があっても補い助

け合うことで、相手の価値観や多様性を尊重

しながら、仕事を効率よく進められることを学びました。 

普段、社内ではなかなか言葉にできなかったことを、共感し合える立場の仲間と共有できたことで、

漠然とした不安が解消された様子が伺えました。社内に同期の少ない新入社員にとっては、4 月の新入

社員研修から半年ぶりの再会となり、同友会会員企業の社員同士として、仲間意識が芽生える機会とな

りました。（寄稿：井上 千夏 事務局員） 

  

■経営労働委員会 第 16 期経営指針成文化講座 計画編  

10/21（土）会場：金沢学生のまち市民交流館 

会社や自分を深堀りして表情に明るさ 

計画編では、個別に自社の決算書を使って、数字か

ら計画を学びました。 

これまでに理念、10 年ビジョン、方針と 3 回の指針

合宿を終え、受講生の目が変わったように思います。

初回の理念編では、｢参加をしていれば指針が出来上

がるだろう」｢何の為に経営指針を作っているのか｣

と、一部迷いがあったように思います。しかし、2 回 

3 回と回数を重ね、会社や自分のことを深掘りし、よ

り考えることで、たくさんの共学者から学びを得て、

曇っていた表情に明かりが差したように感じました。12 月まであっという間ですが、きっと素敵な理

念を発表してくれると信じています。 (寄稿：齊田 太士 第 16 期経営指針成文化講座 座長) 
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